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研究成果の概要（和文）：まず、会話における幼児や学習者の構文選択は、エラー予測、カバレッジの調整、構
文へのアクセス、会話への参加目的といった構文の知識以外の要因の影響を強く受けることが明らかになった。
これに対して、大人の母語話者は構文の知識とこれまでの経験に基づいた構文選択を行なっており、それ以外の
要因の影響を幼児や学習者ほど受けない可能性があることが示唆された。次に、この結果より、幼児、学習者、
大人も構文の選択と産出時にはグッドイナフアプローチ (Goldberg and Ferreira 2022) をとることがあること
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We found out that 1) when L2 learners (children and students) select 
constructions during conversation, they are subject to many factors (beside the knowledge of 
constructions) such as error prediction, adjustment of coverage, accessibility to constructions, and
 purpose of conversation. Additionally, it is found out that 2) adults tend to select constructions 
based on their past experience, that is, familiarity to constructions. These results suggest that 
children and learners do not have enough experience, compared with adults, so that they are 
influenced by their ability, skills, and circumstances.

研究分野： 認知言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本プロジェクトの結果を受けて、最終年度にAdele Goldberg氏を招聘し、国際シンポジウムを開催した。その結
果、幼児、大人、学習者も構文の選択と産出時にはグッドイナフアプローチ (Goldberg and Ferreira 2022) を
とることがあることが明らかになった。今後は、話者（幼児、学習者、大人）がどのような場面でグッドイナフ
アプローチをとる傾向があるのかを分析していく必要があることが確認された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

これまでの日本の構文研究では大人の母語話者の文法システムに基づいて作られた表現を

BNC コーパスや COCA コーパスに代表されるような大規模コーパスを利用しながら語・句・節

レベルごとに統語的・意味的・語用論的特徴を分析記述することが多く、その結果、コーパスで

の使用頻度が高い構文から記述が進んだ。コーパスに基づいて構文が記述されるようになった

ことで、実際に使用された事例を分析する用法基盤主義が構文研究の主流となった。さらにここ

数年では少しずつではあるが学習者や幼児が発話した構文の分析も増えてきたが、いずれもま

だケーススタディでとどまっている研究が多く、構文の学習に関する理論的研究はいまだ多く

はない。しかしながら、学習者、幼児、大人の母語話者の構文学習のいずれにおいても構文の限

定的生産性 (partial productivity, Goldberg 2019) がみとめられることから、本研究では学習者、幼

児、大人の母語話者の構文の限定的生産性のケーススタディの比較を行い、「第二言語習得中の

学習者の構文の限定的生産性は、第一言語獲得中の幼児や第一言語獲得済の大人の母語話者の

それとどのように異なるのか」を探索的に研究する。 

 
２．研究の目的 

本研究では、構文は学習者や幼児にどのように学ばれるのかという構文の学習面に着目し、用

法基盤主義の立場からそれぞれの発話を分析することで、構文の学習と構文の限定的生産性に

ついて探索することを目的とする。2 人以上による会話を分析するとわかることであるが、「構

文を知っていること（言語知識）」と「構文を使えること（言語運用）」の間には特に学習者や幼

児の中では大きな隔たりがある。しかし本研究では談話における構文を用法基盤主義の立場か

ら分析することで、「実践（言語運用）における構文」という構文の動的な側面を提示すること

を目指している。従来の母語話者による構文研究では「構文に関する母語話者の言語知識」が分

析されてきたが、本研究では「実践における未熟な学習者や幼児の構文の運用」を分析する。 
 
３．研究の方法 

学習者、幼児、大人の母語話者の構文学習の比較を行うにあたり、本研究では研究代表者以

外に、①研究分担者（濱野 寛子 講師 名古屋学院大学 経済学部）に大人の構文選択の分析を、

②研究協力者（巽 智子 講師 神戸大学 国際文化学研究科）に幼児の第一言語獲得の分析につい

て協力を仰いだ。研究代表者は学習者の談話データ（英語）、研究分担者は大人の母語話者のデ

ータ（日本語）、研究協力者は幼児の対話データ（日本語）を収集し、学習者、幼児、大人の構

文学習の間にどのような共通点があるのかを探った。 

まず研究分担者は、大人の母語話者の SNS への馴染み度が、SNS 関連の名詞を数えるとき

に使用する助数詞の選択にどのような影響を与えるのかについて分析した。話者にとって馴染

みのない名詞を数える際の助数詞の選択に注目し、SNS 関連で「件」が用いられる名詞（「コメ

ント」「ツイート」等）を実験協力者（日本語母語話者の大学生、大学院生、社会人）に呈示し、

SNS への馴染み度によって、SNS 関連名詞につける助数詞の選択にどのような違いがみられる

のかを調査した。  

次に、研究協力者は、日本語話者の子供（2-6 歳児）が応答の「うん」を会話のなかでどのよ

うに獲得するのかについて分析した。会話のやりとりと結びついている言語形式の使用および

習得プロセスを探るため、日本語のディスコースマーカー「うん」に着目した。まず、子供が「う



ん」を習得するには、この形式がどのような会話の流れのなかで使われるのかを学習する必要が

ある。このプロセスを探るため、CHILDES データベースに収録されている子供と親の会話デー

タを用いて量的分析を行った。  

最後に、研究代表者が、L2 英語学習者の 3 人会話における繰り返しに着目し、繰り返しが

会話の中でどのような役割を果たしているのかを分析した。響鳴には「いくつもある言語的要素

の中で聞き手に知覚される言語的要因」が反映されるため、学習者が作り出す響鳴にみられる構

文学習の認知的側面を示すことを目指した。分析には研究代表者が 2016 年より毎年収集してい

る談話データ（日本人大学生と留学生による英語ディスカッションデータ現在 30 時間録音済、

今後も毎年 20-30 時間収集予定）を用いた。会話データは日本人大学生 1 名（CEFR A2）と台

湾人大学生 2 名（CEFR A2 と B2+）の英語による オンライン会話（3 時間 28 分）であった。 
 
４．研究成果 

まず、研究分担者の調査により、大人の日本語母語話者の助数詞の選択については、特定の活

動の経験量がその活動に関連する名詞につける助数詞の選択に影響を与えうることが示された。

この分析結果は、馴染み度 (familiarity) が構文の生産性に影響を与えうるという Goldberg (2019) 

を支持するものとなった。 

次に、研究協力者は、①保護者の「うん」に続く同調的な使用はあるものの初期に過剰に観

察されるわけではないこと、②子供の月齢に伴って yes-no 疑問文と WH 疑問文に対する「う

ん」返答の確率的区別が明確になる、つまり子供は適切な「うん」の共同的産出のやりとりのパ

ターンを徐々に身につけていること、③このパターンの学習において、後続するやりとりのタイ

プが手がかりになり得ること、が明らかになった。この研究結果は、子供が特定の共同的やりと

りの中で「うん」がよく用いられることを認識し、先行発話のタイプを確率的な条件付けとして

学習すること、つまり先行発話のタイプに関するカバレッジを調整するプロセスが起こってい

ることを示唆していると考えられる。また、返答として不適切な言語産出をした際、後続する（特

に予想外であったり、否定的な）会話のやりとりが予測エラーを用いた学習につながることも考

えられる。このような前後の会話のやりとりのパターンの学習のメカニズムには未知の部分が

多いものの、統計的先制、予測エラーによるカバレッジの調整など、Goldberg (2019) で論じられ

る構文の学習メカニズムを適用して考えることが有意義であることが明らかになった。 

研究代表者の分析の結果、繰り返しの頻度・繰り返される形式の長さ（語数）・複雑性（語彙

レベル）は、会話の参加者の L2 能力、会話の内容、会話への参加態度 (engagement, Goodwin 1981) 

によって異なることが明らかになった。この分析により、L2 英語学習者の多人数会話における

繰り返しの生産性には、L2 能力（構文へのアクセシビリティ）と会話への参加目的が関連する

ことが示唆された。  

以上の分析により、会話における幼児や学習者の構文選択は、エラー予測、カバレッジの調

整、構文へのアクセス、会話への参加目的といった構文の知識以外の要因の影響を強く受けるこ

とが明らかになった。これに対して、大人の母語話者は構文の知識とこれまでの経験に基づいた

構文選択を行なっており、それ以外の要因の影響を幼児や学習者ほど受けない可能性があるこ

とが示唆された。 

この結果を受けて、本プロジェクトでは Adele Goldberg 氏を招聘し、国際シンポジウムを開催

した。その結果、幼児、大人、学習者も構文の選択と産出時にはグッドイナフアプローチ 

(Goldberg and Ferreira 2022) をとることがあることが明らかになった。今後は、話者（幼児、



学習者、大人）がどのような場面でグッドイナフアプローチをとる傾向があるのかを分析してい

く必要があることが明らかになった。 
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